即時象牙質シーリングの応用方法がCAD/CAMセラミックアンレー修復の接着に及ぼす影響 by 村田 卓也
論 文 内 容 の 要 旨
即時象牙質シーリング（IDS）の応用は，メタルフリー間接修復の質向上に有益であることが知られているが，IDS
の厚さや形状による影響の検討はなされていない。本研究は，IDSの応用方法が臼歯部CAD/CAMセラミックアン
レー修復の接着に及ぼす影響を明らかにすることを目的として，ヒト抜去健全上顎第一大臼歯の規格化窩洞に対し４種
IDS条件（薄層：T，スロープ状：S，ベース状：B，非 IDS：N）を設定した。その後，CAD/CAMアンレー修復を
行い，繰り返し荷重ストレス負荷後の窩洞内象牙質窩壁への微小引張接着強さ（μ-TBS），接着信頼性および接着耐久
性について検討し，以下の結論を得た。
１．T，S，B群のセメント厚さは，測定部位にかかわらず，N群より有意に小さい値を示した。
２．T，S，B群の窩洞内象牙質窩壁に対する μ-TBS 値は，IDS応用方法にかかわらず，N群より有意に大きい値を
示した。
３．CAD/CAMセラミックアンレー修復のワイブル係数は，IDS応用方法によって影響を受け，接着信頼性は S群
が最も優れていた。。
４．累積破壊確率１０％および９０％における推定応力値は，IDS応用方法によって影響を受け，T，S，B群の応力値
はN群値より有意に大きく，さらに S，B群値はT群値より有為に大きい値を示した。
論 文 審 査 の 要 旨
本研究は，進展著しい歯科用CAD/CAMシステムを用いたセラミックアンレー修復に注目し，即時象牙質シーリン
グ応用方法の違いが窩洞内の接着に及ぼす影響について精査したものである。その結果，シーリングの応用は，修復物
適合性，窩洞内接着強さ，接着信頼性・耐久性の向上を促し，特にスロープ状シーリングは有益であることを明らかに
している。これらは，今後の歯科医療を担うCAD/CAM修復に際し，貴重な示唆を与えるものであり，歯学に寄与す
るところが多く，博士（歯学）の学位に値するものと審査する。
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